
認定 NPO法人 市民活動センター神戸	
 2011年度年次報告書 

 2 

 2011年度 事業報告書  
 

  Ⅰ．事業 
    １．NPO支援事業    ・・・・・・・・３ 
       ①認定NPO法人相談事業 
       ②相談事業 
       ③認定NPO法人チャレンジ講座事業 
       ④神戸市アドバイザー派遣・サポーター事業 
       ⑤学び支援（講師派遣）事業 
       ⑥「伝えるコツ」セミナー事業 
       ⑦ひょうご市民活動協議会（HYOGON）事務局 
       ⑧ひょうごん福祉ネット副事務局 
       ⑨神戸元町NPOポート事業 
 
    ２．NPOのための資源仲介事業   ・・・・・・・・１１ 
       ①ひょうごコミュニティ基金創設事業 
       ②資金循環および情報発信力向上事業 
       ③市民ファンドの共同広報事業 
       ④神戸文化支援基金事務局 
       ⑤住友ゴムCSR基金、GENKIスクエア事業 
       ⑥サンケイリビング紙でのNPO等の情報発信 
       ⑦SAVE JAPAN事業 
       ⑧その他の資源仲介事業 
 
    ３．調査研究、政策提言事業   ・・・・・・・・２０ 
       ①ひょうごNPO研究会 
       ②NPO法人「手引き」改訂事業 
       ③NPO関連制度に関する政策提言等の事業 
       ④機関誌「みみずく」発行事業 
       ⑤ウェブサイト・メールニュース発行事業 
       ⑥役員就任・審議会・研究会・ネットワーク等 
 
    ４．東日本被災地支援事業    ・・・・・・・・２５ 
       ①職員派遣 
       ②被災地NPO応援基金の募集と助成実施 
       ③避難者支援団体のネットワークづくり 
       ④東日本大震災 NPO育成・強化プロジェクト 
  
    ５．その他の事業     ・・・・・・・・２９ 
       ①JICA技術研修事業 
       ②みみずく舎業務受託事業 
       ③会館・みみずく書房事業 
 
  Ⅱ．組織      ・・・・・・・・３０ 
    １．会議 
    ２．会員 
    ３．役員 
    ４．事務局	
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Ⅰ．事業	
 

１．NPO支援事業 

認定 NPO 法人制度が改正され、その面での支援ニーズが飛躍的に高まりました。これに応じ、
数多くのセミナー開催や講師の派遣、そして 2012年 4月からは毎週 1回の個別相談等を行ってい
ます。これを通じて、多くの団体とも新たに知り合うことができました。 
またネットワーク事業では、ひょうご市民活動協議会（HYOGON）が「新しい公共支援事業」
を活用して「ひょうごNPO研究会」を開催、NPOセクターに共通の課題を解決しようと多くの参
加者を集めました。後述（3-②）の「手引きプロジェクト」とも相まって、NPOセクター全体に広
がるネットワークが形成されてきました。 

 
 

①認定NPO法人相談事業 新規（2012年4月～） 
2012年 4月からの改正NPO法施行に伴い、所轄庁となった神戸市からの委託事業として、神戸市内
における認定NPO法人であるNPO支援団体である当会が「認定NPO法人相談窓口事業」を受託した。
現在、毎週水曜日に認定NPO法人の取得を目指す神戸市内のNPO法人からの相談を受けている（1日
3コマ）。認定NPO法人制度の基本的な説明から、ある程度認定NPOの申請書の作成を書き進めてい
る団体まで幅広い相談内容になっている。 
また 4月から 6月は毎月 1度の認定NPO説明会として、制度の概要の周知とメリットや義務など、
制度普及の説明会の開催も実施する。 

 
改正された認定NPO制度への注目は、パブリックサポートテスト（以下PST）に集中されていたが、
この相談窓口事業を実施するなかで判明したことは、意外とPSTをクリアできる法人は多いということ
である。逆にPST以外の認定要件がネックになる法人が多くみられる。たとえば事業報告書を年度終了
後 3カ月以内に届けているか？という基本的なNPO法人としての義務が改めて問われ、これまでの運
営事務の適正さが問われる。そのため、認定取得に向けた動きが、NPO 法人の運営に関するガバナン
ス面を見直す良い契機になると考えられる。我々としても相談法人に限らず、運営に関する提出書類等

の不備に関する注意喚起をはじめ、NPO支援という視点から情報提供を行いたいと考えている。 
 
また、定期的に神戸市認定 NPO 担当官との連絡調整会議を実施しており、相談事例の確認、制度の
運用・解釈についての意見交換などを行っている。認定制度の運用における解釈が所轄庁でまだ定まっ

ていないこともあり、蓄積した相談事例やNPOの実態などから、制度運用についての提案などを行い、
行政まかせではなく、認定NPO法人制度を一緒に考え、確立していくこと目指している。 
（担当：藤本高英） 

 
2011年度の成果（2012年 4月~6月） 
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 認定 NPO 法人制度の知識普及ができた。実際に相談者の中から、本認定に申請した団体が３団体出
た。また、認定相談に付随する組織運営などに対する利用者の満足度が高かった。 

 
（実施体制） 
	
 ○相談員：今田忠理事、実吉威、藤本高英 
	
 ○コーディネーター：藤本高英 
	
 	
 ○記	
 録：興津慶 

 
 

 
 
 

②相談事業 
	
 計画のうち、定例相談日を設けることは検討にとどまった。認定 NPO 法人制度に関する相談や集合
研修は次項（②）で実現したが、これまでKECが力を入れてきた個別経営支援は 2011年度もやや限定
的な実施となった（②の他は④アドバイザー派遣・サポーター制度のみ）。個別相談の問い合わせもあり、

ニーズは間違いなくあるため、対応策を検討したい。 
 

認定NPO法人相談（毎週水曜日実施） 

4月度 5件、うち新規 5件 

5月度 8件、うち新規 4件 

6月度 9件、うち新規 4件 

認定NPO法人説明会 

第 1回（4月 25日） 16団体 26名 

第 2回（5月 23日） 8団体 8名 

第 3回（6月 23日） 7団体 8名 

連絡調整会議の実施 

第 1回（6月 4日）  

3 件本認定申請中！	
 

（6 月末現在）	
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 ③認定NPO法人チャレンジ講座事業 新規（2011年9月～；2012年度も継続） 
	
 新しい公共支援事業の「人材育成事業」枠で受託（兵庫県委託）。認定 NPO 法人制度の概要を伝え
るセミナーを３回実施した。認定NPO法人制度については基礎的な知識普及のニーズがまだまだ大き
く、講師派遣（⑤参照）と同様の内容を各地で繰り返し実施している。開催に当たってはあすか税理士

法人の協力を得たが、後掲のように高い満足度を得ることができた。 
	
 また、2012年 4月からは 2年目を受託。神戸市内では神戸市の委託で相談や説明会を実施できるた
め、神戸以外の地域でほぼ同内容のものを実施するほか、(特活)シーズ加古川の実施する「NPO法人『手
引き』改訂プロジェクト」（3-②参照）と連携して、県内の中間支援NPO向けの知識普及を図りつつ、
本制度の実体づくりに向けて、所轄庁だけでなく中間支援NPOの意見集約を図る（②参照）。 
（担当：菊谷真理子、藤本高英） 

 

○講座「新制度で認定ＮＰＯ法人になる！｣（基礎編）	
 

	
 （１）10月19日(水)	
 18時～20時45分	
 あすてっぷ神戸	
 セミナー室１	
 

	
 	
 	
 〈参加者数〉２４団体	
 ３２名	
 

	
 	
 	
 〈講	
 	
 師〉認定ＮＰＯ法人茨城ＮＰＯセンター・コモンズ	
 常務理事・事務局長	
 横田	
 能洋さん	
 

	
 	
 	
 〈ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ〉あすか税理士法人	
 代表社員・公認会計士	
 宮﨑	
 洋彰さん	
 

	
 	
 	
 	
 ⇒	
 参加者満足度	
 ９３．８％	
 

	
 

	
 （２）11月	
 2日(水)	
 14時～17時	
 	
 	
 	
 	
 	
 姫路市市民会館	
 第１教室	
 

	
 	
 	
 〈参加者数〉１９団体	
 ２１名	
 

	
 	
 	
 〈講	
 	
 師〉実吉	
 威	
 

	
 	
 	
 	
 ⇒	
 参加者満足度	
 １００％	
 

	
 

○「認定ＮＰＯ法人セミナー・フォローアップ講座｣（Ａ）	
 

	
 	
 ＊制度改正前の講座受講者が対象	
 

	
 	
 日時・場所：12月3日(土)	
 13時半～15時	
 市民活動センター神戸２階会議室	
 	
 

	
 	
 	
 〈参加者数〉４団体	
 ５名	
 

	
 	
 	
 〈講	
 	
 師〉実吉	
 威	
 

	
 

○「認定ＮＰＯ法人セミナー・フォローアップ講座｣（Ｂ）	
 

	
 	
 ＊１０月･１１月の受講者が対象	
 

	
 	
 日時・場所：12月17日(土)	
 14時～17時	
 市民活動センター神戸２階会議室	
 	
 

	
 	
 	
 〈参加者数〉８団体	
 ９名	
 

	
 	
 	
 〈講	
 	
 師〉実吉	
 威	
 

	
 	
 	
 〈ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ〉あすか税理士法人	
 代表社員・公認会計士	
 宮﨑	
 洋彰さん	
 

 
2011年度の成果 
１．県内のNPO法人４７団体に認定NPO法人制度に関する基本的な知識を届けることができた。 
２．フォローアップ講座（Ｂ）では、個別の団体の状況に応じたアドバイスを実施できた。 
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 ④神戸市アドバイザー派遣・サポーター事業 
	
 2011年度は従来に比べて団体数としては少ないサポートとなったが、 
	
 	
 ・団体の活動が拡大、複雑化する中で、内部コミュニケーションを促進する場をつくり、次の 
	
 	
 	
 ステップへつなげるサポートをした 
	
 	
 ・事業・体制両面で転機にある団体に対して、まず定款で定めたガバナンスの理解に始まり、 
	
 	
 	
 理事会と事務局の関係、総会の運営方法などについてアドバイスを行った 
	
 	
 ・任意団体として永年活動してきた団体がNPO法人化するかどうかにあたっての論点整理の 
	
 	
 	
 お手伝い 
	
 	
 ・団体および事業の認知度アップ、またボランティア募集に関する効果的な広報について、まず

団体の強みや地域での役割等を整理する考え方と手法のアドバイス 
など内容は濃く、利用者からも高い評価を得られた。（担当：実吉威、入江陽子、菊谷真理子） 
 
※正式名称＝NPO等育成アドバイザー派遣事業・小規模作業所等事業サポーター事業。 
（事務局＝(特活)神戸まちづくり研究所；神戸市市民参画推進局・保健福祉局委託）。 
 

	
 ○NPOアドバイザー派遣事業	
 
	
 	
 １）アドバイザー派遣	
 

	
 	
 	
 	
 4団体のべ11回実施（KEC担当分）	
 
	
 	
 	
 	
 	
 ・兵庫県ＬＤ親の会「たつの子」（実吉、1回）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ・(特活)兵庫県有機農業研究会（実吉、5回）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ・(特活)たかとりコミュニティセンター（実吉、サブアドバイザーとして、2回）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ・(特活)S-Pace（入江、サブアドバイザーとして、3回）	
 

	
 	
 ２）NPOステップアップ連続講座	
 

	
 	
 	
 	
 	
 10月18日	
 「支援者が増える事業報告書をつくろう」（担当：実吉）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 3月23日	
 「おもいが伝わるニュースレターづくり」（担当：入江、菊谷）	
 

	
 ○作業所サポーター事業	
 

	
 	
 （KEC担当分）今年度は担当は持たず、検討会への参加のみ。	
 

 
2011年度の成果 
１．利用者（NPO）の具体的ニーズに寄り添った支援ができた。 
２．いずれも、大きな転機にある団体の重要な意思決定をサポートすることができた。 
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  ⑤学び支援（講師派遣）事業 
以下のとおり、講師派遣 24件、研修受け入れ 1件を実施した。依頼内容については認定NPOに関
するものが 6割近くを占め、関心の高さがうかがえた。（担当：菊谷真理子、入江陽子） 

 
講座開催日 依頼元 依頼内容 講師 
2011年 

7/2 清水市 認定NPO 実吉 
7/12 シーズ加古川 改正NPO法 実吉 
7/8 コープこうべ 暮らし大学 実吉 
8/19 シーズ加古川 市民公益税制実現 実吉 
8/25 神戸市社協 コミュニティビジネス 実吉 
9/13 HYOGON 認定NPO 実吉 

10/8 奈良NPOセンター 管理者育成 今田 
10/16 高知県ボランティアNPOセンター 認定NPO 実吉 
10/22 奈良NPOセンター 管理者育成 今田 
10/30 宝塚NPOセンター NPO改正 実吉 
11/20 一宮市民活動育ちあいネット 伝えるコツ 実吉 
11/23 新潟NPO協会 伝えるコツ 実吉 
12/4 篠山市民プラザ 認定NPO＋ファンドレイジング 実吉 
12/14 宝塚NPOセンター 認定NPO 実吉 

2012年 
1/16 市民未来共社 認定NPO 実吉 
2/3 しがNPOセンター 認定NPO 実吉 
2/19～21 ふるさと島根定住財団 認定NPO 実吉 
2/24 高知県ボランティアNPOセンター 認定NPO 実吉 
2/25 香川県総務部 認定NPO 実吉 
3/3 しがNPOセンター 認定NPO 実吉 
4/20 香川県総務部 認定NPO 実吉 
4/21 市民事務局かわにし 認定NPO 実吉 
5/24 場とつながりの研究センター 認定NPO 実吉 
6/3 滋賀NPOセンター 認定NPO 実吉 

 
研修受け入れ 

受入日 依頼元 研修内容 講師 
7/7 神戸山手大学 KECの活動について 実吉 
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  ⑥「伝えるコツ」セミナー事業 
広告のプロ（株式会社電通のクリエイティブディレクター）を講師に迎えた「NPOのための広報ス
キルアップセミナー」を開催し、テクニックだけにとどまらない、市民活動の思いを伝えるためのコ

ツとヒントを学んだ。参加者の中には遠方から（鳥取、徳島）や市民活動団体以外の非営利組織（学

校法人）の参加もあった。アンケート結果における満足度は非常に高く（非常に満足73％、満足27％）、
情報発信に関する課題意識と支援ニーズの高さがうかがえた。（担当：入江陽子） 
（主催：NPO広報力向上委員会、事務局：日本NPOセンター） 

 
「『伝えるコツ』をみにつけよう～NPOのための広報スキルアップセミナー」 
日 時：2012年 1月 26日（木）10:00～17:00 
会 場：電通関西支社 
講 師：岡本達也（電通中部支社シニア・クリエイティブ・ディレクター） 

松井	
 薫（電通関西支社シニア・クリエイティブ・ディレクター） 
参加者：62名 

 

  
 

（講座参加者より） 
・身にしみる良い講習でした。広報を通して事業の見直し等ができるということがわかりました。

（滋賀県内社団法人） 
・とにかく職員全員ミッションのカクニンです！（兵庫県内NPO） 

 
2011年度の成果 

NPO の広報に関して、組織の理念や方向性の整理等を含めた情報発信力向上を支援することが
できた。 
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  ⑦ひょうご市民活動協議会（HYOGON）事務局 
	
 発足当初から引き続き事務局を務めており、2012 年度も継続している。2011 年度は加盟団体も増
え（現在 47団体）、「ひょうごNPO研究会」開催など新しい動きが始まった。 
	
 「ひょうごNPO研究会」（新しい公共支援事業）事業については３-①参照。 
	
 （担当：実吉威、菊谷真理子、藤本高英） 
 

  
 

	
 ○第 11回HYOGONカフェ 
	
 	
 	
 日	
 時：2011年 9月 13日（火）18:30~20:30 
	
 	
 	
 講	
 師：実吉	
 威 
	
 	
 	
 テーマ：基礎からわかる！「新・認定NPO法人制度」と改正NPO法 
	
 	
 	
 参加者：24名 
	
 ○第 12回HYOGONカフェ 
	
 	
 	
 日	
 時：2011年 12月 12日（月）18:30~21:30 
	
 	
 	
 テーマ：東日本大震災支援活動の報告・交流会 
	
 	
 	
 参加者：61名 
	
 	
 	
 ※神戸復興塾 3.11支援集会との共催 
	
 ○第 7回HYOGON賀詞交換会 
	
 	
 	
 日	
 時：2011年 1 月 12日（木）16:00~20:00 
	
 	
 	
 会	
 場：神戸凮月堂ホール（神戸市中央区元町３丁目） 
	
 	
 	
 参加者：86名 
	
 ○ひょうごNPO研究会	
 →3-① 

 
2011年度の成果 
１．HYOGONの事務局を担うことで、NPO同士、またNPOと他セクターの交流とネットワーク 
	
 の場づくりを実現することができた。 
２．HYOGONという、NPOの学びと交流の場に参加団体が拡大した（昨年比＋5団体）。 
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  ⑧ひょうごん福祉ネット副事務局 
	
 昨年 10 月から実施してきた「高齢者地域助け合い支援事業」（神戸市委託）を９月末まで実施、
全体の事務局を務めた。福祉ネットとしては引き続き、「ゴミ出しサポートをツールに、要援護者が
安心して暮らせる、つながりのある地域づくり事業」（新しい公共支援事業、兵庫県モデル事業）を
実施し、充実した年となった。こちらは KEC はサポートに回り、事業の事務局は福祉ネット事務
局の西須磨だんらんに移った。（担当：実吉威）	
 

	
 

	
 

 
  ⑨神戸元町NPOポート事業 

KEC事務所が入居している秋毎ビルの 3階において、引き続き中小規模NPOへの拠点提供事業
を行った。新規募集の広報は控えたが、新規入居 1団体、退去 3団体となった。（担当：入江陽子） 

 
1	
 室 兵庫県学童保育連絡協議会・神戸市学童保育連絡会（3F） 
2	
 机 (特活)子どもフレンドリーネット・神戸（2012年 6月まで）、 

参加型開発研究所 
（特活）ソムニード（2011年 9月から） 

シェアデスク (特活)DEFC（2012年 2月まで） 
(特活)不動産消費者保護支援機構（2012年 6月まで） 
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２．NPOのための資源仲介事業 

県内の諸団体と連携し、「ひょうごコミュニティ基金」（仮称）を創設するという大目標を掲げて

準備を進めてきました。公的制度ではカバーされず、また市場（一般の企業およびソーシャルビジ

ネス）でも供給されないサービスは市民の寄付で支えられるしかありません。NPO 側の資金ニー
ズは比較的認知されていますが、寄付によって社会に貢献したいというニーズの方はまだ十分に認

識されず、対応できる仕組みも整っていません。 
2011年 9月の本格始動から 10ヶ月、多くの賛同者を得るとともに、基金の構想が具体化してき
ました。基金創設のほか、既存の財団・基金等との共同広報事業、事業指定寄付を改良した「活動

共感助成」などに取り組んでいます。 
また、引き続き公益財団法人神戸文化支援基金の事務局を務めたほか、住友ゴムCSR基金、SAVE 

JAPAN等の資金仲介も実施、資金の出し手と受け手をつなぐニーズの高まりを感じています。 
 

 
①ひょうごコミュニティ基金創設事業 新規（2011年9月～；2012年度も継続） 
公共を担う NPO 等の市民主体の活動を支え育てるために民から民の新しい資金の流れを生み出す仕
組みを兵庫県域につくることをコンセプトとして掲げ、多様な支援者・支援団体を巻きこみながら下記

のように基金創設に取り組んできた。 
なおこの①から③の事業は、2011年 9月から「新しい公共」事業の一環で行われる。①②は兵庫県か

ら受託し、③は神戸市の補助を受けて

実施している。それぞれ事業としては

独立しているが、兵庫県域に１つの総

合的な「ひょうごコミュニティ基金（仮

称）」を創設する構想としては一体のも

のとして進めている。（右図参照） 
 
 
	
 本事業は、KECを含めた兵庫県内の 6つの中間支援組織が呼びかけ・共同実施団体となっている。 
	
 	
 	
 （特活）コミュニティリンク、（特活）シーズ加古川、（特活）市民事務局かわにし 
	
 	
 	
 （特活）宝塚NPOセンター、（特活）場とつながりの研究センター、KEC 
（担当：実吉威、奈良雅美、永田譲蔵、大伴直也、入江陽子、薗直人） 

 
１）基本的枠組みの設計 
基金の基本構想、ビジョンの形成、

先進事例の研究などを行った。9つの先
行する市民ファンドの取り組み事例の

視察、ヒアリングなどを行い、兵庫で マンション型基金のイメージ 

各事業の関係図 
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の取り組みのあり方について協議し、基金の基本的枠組みを設計した。 
地域やテーマごとの基金や寄付者の冠基金などが一つの基金の中に「入居」し、それを「マンショ

ン」として運営する。寄付集め、助成の両面の仕組みなど共通して活用すると、運営に掛かるコスト

も小さくしやすくなるため、小規模の基金でも事業を行いやすいのが特徴である。また将来的には、

この基金をベースに他の市民ファンドとともにネットワークを作ることを目指している。 
このような基金のあり方などの議論や研究は従来検討会で行ってきたが、2012年４月からコア会議
と全体会の 2段階に場を分け、より迅速に取り組めるようにした。 

 
【財団設立に向けての会議】（検討会、コア会議；計 21回） 

開催日：2011年 9月 6日、9月 16日、9月 20日、10月 7日、10月 27日、11月 18日、12月
８日、2012年 1月 13日、1月 25日、2月 2日、2月 11日、2月 15日、2月 22日、2月
27日、3月 20日、4月 13日、4月 24日、5月 8日、5月 22日、6月 12日、6月 26日 

 
【助成金調査】 
上記の会議などの加えて、既存の助成制度ではカバーされにくい団体の活動や分野などを把握する

ため、兵庫県および全国の助成金情報の調査を行った。 
 
２）多様な支援者を集める 
【「応援人」集め】 
基金の必要性の声や取り組みへの共感を市民一人

ひとりから「応援人」としてメッセージを広く集め

てきた。2011年 12月からインターネットサイトを
開設、チラシを配布するなどして、2012 年 6 月末
までに約 500名の応援人を集めた。 
活動の近況をお知らせしたり、イベントの案内等

を送ったりするために「応援人」の人々にメールニ

ュースの発行を開始した。(第１号6月末発行)また、
フェイスブックを活用しての情報発信も適宜行っている。 

 
【「100人委員会」設立の準備】 
基金づくりに地域社会での旗振り役として支援していただ

くために、各界（メディア、地元企業や経済団体、行政、福祉、

学識、法曹、ほか各種団体、NPOなど）のリーダー層に「100
人委員会」へ参加いただけるように依頼した。 

 
【企業・経済団体へのアプローチ】 
地域メディア、企業、経済団体などにも、ご支援いただける

ようにアプローチしている。個別に訪問するほか、2012 年 9
コミュニティ基金チラシ 

応援人の方々からのメッセージ（一部抜粋）	
 

･こういう支援がほしかった。そんな思いの人

多いと思います。 
･市民が市民を信頼し、市民が市民を支える。

その社会づくり、目指して行きましょう。 
･新しい時代の動きの中で、大きな渦を作り出

せる動きだと思います。頑張りましょう。俺

に出来ることがあれば手伝わせてください。

勝ち組・負け組の社会は寒々しい、みんなが

笑顔の出る社会になりたい。 
・もうだれかまかせ、どこかまかせには出来

ない！私たちの手で社会を。 
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月にCSRセミナーを企画した。 
	
 

2011年度の成果	
 
・約500人の応援人を集めた。	
 

・約20人の方から100人委員会への賛同を得た。	
 

・基金を必要とするNPO支援センターのネットワークづくりをスタートできた。	
 

・財団の大きな枠組みの設計ができた。	
 

	
 

	
 

	
 

②資金循環および情報発信力向上事業 新規（2011年9月～；2012年度も継続） 
	
 本事業はいわゆる「事業指定型」寄付の一種である。「事業指定型」寄付とは、寄付による資金集めに取

り組みたい団体が特定の事業を基金に提案し、寄付者はそれらの事業の中から支援したいと思うものを選

んで寄付し、寄付を受け付けた基金が助成を実施するというものである。全国各地で「事業指定型」の寄

付の仕組みが広がりつつあるが、それらの先行事例を参考にしながら、より兵庫・神戸にあう事業指定型

の寄付の仕組みを模索、「活動共感助成」という形で実施することにした。兵庫県内の NPO・市民活動団
体の取り組む事業を対象に、活動資金不足に悩む団体や寄付を集めたい団体とKECが協働して寄付集めに
取り組む点は一つの大きな特色である。（担当：実吉威、奈良雅美、永田譲蔵、大伴直也、入江陽子） 

 
【基本スキームの設計と実施要領の作成】 
各地の先進事例について学び、意見交

換を 13回行った。その検討のなかで、税
制上の問題点も一部もあったために、一度

作成したスキームを再度見直しするなど、

設計プロセスに時間をかけた。その成果を

反映し、参加団体向けの実施要領案を完成

させた。 
 
【助成対象団体（活動）の選定】 
初回は試行的な位置付けで行うため、

KECの会員団体等に声かけ、非公募で参
加団体を募った。 
	
 

2011年度の成果 
・スキームを完成させた。	
 

・いくつかの団体に打診し、本格開始の準備ができた。	
 

 

「活動共感助成のイメージ」 



認定 NPO法人 市民活動センター神戸	
 2011年度年次報告書 

 14 

③市民ファンドの共同広報事業 新規（2011年9月～；2012年度も継続） 
神戸市内には、市民の発意で設立され市民の活動を支える基金（市民ファンドと呼ぶ）が複数あるが、

草の根的な活動のため、広報活動を行う時間も人手もかけられない。そこで、それら市民ファンドが集

まり、より一層認知度を高めるため、共同で広報活動を行うものである。具体的には共同の広報媒体（ホ

ームページ、ポスターなど）を作成し、市民（企業）への認知度を高めるとともに、市民ファンドを通

じた資金循環の強化を通じて「いい活動に寄付したい」市民のニーズと、資金難に悩む NPO 等のニー
ズの両方を満たすことを目指していくものである。 
また、本事業は既存基金（市民ファンド）とのネットワークを形成し、共同して市民ファンドの認知

度を高め、兵庫県全体での寄付文化の醸成を図るものであり、ひょうごコミュニティ基金（仮称）設立

事業と連関して進めていく。（担当：実吉威、奈良雅美、永田譲蔵、大伴直也、入江陽子） 
 

1）ウェブサイト『KifuKOBE』（http://kifukobe.jp/）の公開（日時 2012年 6月 21日） 
神戸・兵庫で活躍する市民ファンドのポータルサイト（共通の窓口の HP）を公開。共同でのファ
ンドレイジング（寄付集め）としてネット決済機能を設ける議論も行ったが、現在は保留、寄付の窓

口は当面は各団体での対応とする。先行してKEC単体でのネット決済機能を 8月から導入する。 
 

2）学習会の開催および研修 
諸基金・財団のネットワークづくりとファンドレイジングに関する学習を兼ねて学習会を開催した。 
 

	
 【鵜尾雅隆さん（日本ファンドレイジング協会）学習会】 
日	
 時	
 2012年 2月 10日	
  
会	
 場	
 神戸市青少年会館 
参加者	
 5団体から 15名 
内	
 容	
 「地域における寄付文化の醸成のために」（講義と質疑応答） 

 
3）共同広報のための運営委員会設置 
	
 準備作業としてまず、先進事例の調査を行い、小規模基金の広報戦略を検討し、共同広報のイメー

ジを広げ、神戸市と共にメンバー構成等を検討した。当初は狭義の「市民ファンド」、すなわち「市民

による設立」「市民による運営」「市民活動への助成」を条件とする考えが基本であったが、そうする

と数も少なくインパクトに欠けると判断し、広く市民活動に助成する民間の基金・財団で、市民から

寄付を集めること、寄付と助成を社会に広く広報することに積極的な団体とした。その上で、拠点を

神戸市内に置く助成機関、または支援対象が神戸市内の団体である助成機関を対象とした。 
 
【運営委員会参加団体】 

	
  
NPO法人	
 しみん基金KOBE   財団法人神戸学生青年センター「六甲奨学基金」  
定住外国人子ども奨学金実行委員会 公益財団法人	
 神戸文化支援基金 
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認定NPO法人	
 フードバンク関西 公益信託 神戸まちづくり六甲アイランド 
財団法人	
 木口ひょうご地域振興財団 社会福祉法人	
 神戸市社会福祉協議会 
NPO法人	
 コミュニティリンク 「ひょうごコミュニティ基金」（仮称）準備会  
認定NPO法人	
 市民活動センター 神戸市（協働と参画のプラットフォーム） 
兵庫県中小企業家同友会※      日本政策金融公庫※	
 

（※オブザーバーとして参加） 

 
【運営委員会の開催】 

決定機関として運営委員会を開催、またHPやポスター作成のタスクフォースとして作業部会を
設置し事業を促進した。 

 
 
 
 

2011年度の成果 
・ウェブサイト『KifuKOBE』の公開 
・神戸・兵庫で活躍する基金と共同での勉強会実施し、寄付文化醸成について学びを得た 
・神戸・兵庫で活躍する基金とのネットワーク形成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運営委員会	
 2月 13日、3月 27日、6月 12日 
作業部会	
 	
 4月 16日、5月 22日 

運営委員会の様子 

ウェブサイト『Kifu KOBE』トップページイメージ 
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④神戸文化支援基金事務局 
財団法人の事務局業務を受託し、助成に関する諸手続き、理事会・評議員会運営、事業計画・予算お

よび報告・決算等作成等のほか、以下の事業にかかる事務業務を担当した。 
・兵庫県下で発表される芸術文化活動（2012年 4月～2013年 3月実施企画 9件 160万円）への助成 
・公益財団への移行記念パーティーの開催（2011年 7月 7日開催） 
・東日本大震災の被災地を励ます芸術文化活動への助成実施 
・財団の前身となる公益信託亀井純子文化基金から 20周年を記念した、新たな助成実施 
（担当：実吉威、入江陽子） 

 
	
 	
 2011年度の成果 
	
 設立 1 年目の公益財団として、行政庁への報告提出等を含め事務局業務を円滑に実施することができ
た。 
 
 
 
⑤住友ゴムCSR基金、GENKIスクエア事業 

1）2012年度CSR基金助成事業 
本事業は同社の CSR事業の一環として、マッチングギフト方式で積み立てられた基金から拠出し、環
境保全、災害支援、交通安全、地域固有の解決に取り組む団体を対象に助成するものである。KEC は
2010年度より受託している。 
助成団体は公募ではなく、あらかじめ KEC から推薦した団体を同社内部で選考し、助成先は決まる。
本助成については使途の自由度が高いため、団体にとっては活用しやすく好評である。 
（担当：入江陽子、奈良雅美） 
 

2011年度の成果 
・2012年度は次の 6つの団体を助成候補として推薦し、そのいずれの団体も助成が決定した。 
・助成申請書も、KEC担当からのサポートを得て作成できるため、不慣れな団体にとっては助成申請の
仕方の勉強になったとの声を頂いた。 

 
助成団体 助成金額 備考 

（特活）淡路島ファミリーサポートセンターまあるく 20万円 新規 

（特活）神戸アイライト協会 20万円 新規 

神戸外国人救援ネット 20万円 継続 

神戸ぽけっと net. 25万円 新規 

（特活）メリーポピンズの会 20万円 新規 

（特活）よろず相談室 25万円 継続 
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2）GENKIスクエア事業 
毎月 5日・6日（ゴムの日）に 1回、企業CSR活動の一環としての住友ゴム神戸本社の社員約 1500
名に向けて、 ボランティア活動・イベント情報（参加無料、低額のもの）を発信している。ボランティ
ア情報の募集は、KECが複数のメーリングリストを活用して毎月 3~6件（最大 10件まで）ほど集め
て提出している。文字制限もなく、存分にPRしてもらえる機会であるので、NPO団体側にこの場を活
用してもらえるよう、改善策の検討を進めていきたい。（担当：村上真一、大伴直人） 

 
【掲載実績】 

2011 
7月 

 
8月 

 
9月 

 
10月 

 
11月 

 
12月 

2012 
1月 

 
2月 

 
3月 

 
4月 

 
5月 

 
6月 

5件 4件 8件 10件 6件 4件 9件 3件 6件 5件 6件 4件 

平均 5.8件 
 
 
 
 
⑥「サンケイリビング」紙でのNPO等の情報発信 
主に女性の読者を対象とした地域情報紙「サンケイリビング」では、月に 1回、NPO等が発信してい
るボランティア募集やイベント・講座（非営利で公共性の高いもの、無料もしくは低額[実費程度]）など
の参加者募集の記事を掲載しており、その対象となる情報の募集を KEC が担当している。紙面スペー
スの都合上、掲載件数（最大 4件）や文字の制限（110字程度）があるものの、積極的に応募が集まり、
活用されている。（担当：村上真一） 

 
 

「フードバンク関西」の活動の様子

（2011年度助成団体） 
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【掲載実績】 

2011 
7月 

 
8月 

 
9月 

 
10月 

 
11月 

 
12月 

2012 
1月 

 
2月 

 
3月 

 
4月 

 
5月 

 
6月 

5件 4件 4件 8件 4件 4件 3件 4件 4件 4件 3件 3件 
※ 文字数や応募状況により、神戸東版、神戸西版どちらか一方のみの掲載となることもある。通常は両方に掲載。 

神戸東版：配布地域＝神戸市北区・東灘区・灘区・中央区	
 配布件数＝約 142,000件 

神戸西版：配布地域＝神戸市垂水区、西区、須磨区、兵庫区、長田区、明石市	
 配布件数＝約 139,000件 

 
 
 
⑦SAVE JAPAN事業 
認定NPO法人であるKECが、株式会社損害保険ジャパンから寄付を受け、環境保護活動に携わる県
内の 2 団体（寺田池協議会、(特活)兵庫間伐サポートサービス）が実施する事業（生物多様性保護に関
する啓蒙イベント）へ助成を行った。助成金の交付のみにとどまらず、イベントの企画や広報面での支

援、当日の運営にも参加した。なお、2012年 4月以降も引き続き上記 2団体と、同プロジェクトとして
イベントの実施を予定している。（日本NPOセンターからの委託事業として、～2013年 3月終了予定。） 
（担当：入江陽子、菊谷真理子） 

 
団体名 イベント名 実施日 助成金額 

寺田池協議会 在来種を守り育てるイベントと水質向上プロジェクト経過発表  2011/7/31（日） 35万円 

(特活)兵庫間伐サポートサービス 間伐・丸太切り・薪割り体験 2011/11/6（日） 35万円 

 

  
寺田池協議会 兵庫間伐サポートサービス 

 
（助成先団体より） 
寺田池：協議会としてこれまでもイベントを開催してきたが、より規模が大きくまた多様なプログラム

でのイベント実施が可能となった。助成金の使途に細かな制限がなかった点も、企画・運営を進める上

では非常にありがたかった。 
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間伐SS：助成金の申請書を審査して、お金を出して、報告書を求めるだけの助成団体が多いが、参加し
ていただけたのが嬉しかった。また自分たちの活動と、生物多様性の保全の関係をあらためて学ぶ機会

となった。 
 
（イベント参加者より） 
寺田池：たくさんの人の協力で日本のカメを守っていることがわかった。（60代女性） 
間伐 SS：間伐など普段の生活ではなかなか見ることができない作業を見ることができてよかったです。
木が育つには本当にたくさんの労力・時間がかかることがわかりました。（20代女性） 
 
2011年度の成果 
寄付元である企業の思いと、助成先団体がコツコツと続けてきた地域の身近な環境保護活動をつなぐ

ことがきた。 
 
 
 
⑧その他の資源仲介事業 
明治ホールディングス「お菓子の寄贈プログラム」（全体事務局：日本NPOセンター） 
兵庫県内の障がい児支援団体を対象としたお菓子寄贈プログラムにおいて、寄贈先団体の募集および

選定を行い、4団体を推薦した。（担当：入江陽子） 
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３．調査研究、政策提言事業 

	
 2011年度はNPO税制とNPO法の大改正が実現しました。これにより相談や講座のニーズも激
増しましたが（→１．NPO支援事業）、認定NPO法人制度は実際の運用によって内実が作られて
いく面が大きいため、相談のかたわら所轄庁（兵庫県、神戸市）との連絡、提言を重ねています。 
並行して、「NPO法人会計基準」の修正など、制度をさらに整備する作業も続けられ、これにも
深く関わりました。 
県内のNPO支援組織が大きくネットワークを組んで行った「『NPO法人手引き』改訂プロジェ
クト」や、ひょうご市民活動協議会で行った「ひょうご NPO 研究会」にもコアメンバーとして参
画し、大きな成果を挙げました。 
	
 機関誌「みみずく」は予定通り２号を発行しましたが、ホームページの改訂はまだ進行途中です。 
 
 
①ひょうごNPO研究会 新規（2011年9月～；2012年度も継続） 
	
 NPO セクターを取り巻く環境は急速に変化してきており、一時期は先駆的とされていた兵庫県の
NPOの状況、あるいはNPOと行政との参画・協働のあり方も不断の見直しが求められている。そのよ
うな状況の下、兵庫のNPOセクター全体に関わるテーマを巡って、NPOの当事者が単なる勉強会を超
えて議論を交わし、自ら方向性の検討を行って、それを内外に発表するような研究会を開催することで、

兵庫県での「新たな公共」のさらなる促進を図った。 
	
 幹事は KEC のほか、(特活)シーズ加古川、(特活)場とつながりの研究センター、(特活)神戸まちづく
り研究所が務め、KECはHYOGON（ひょうご市民活動協議会）事務局として全体のサポートにも当た
った。新しい公共支援事業の一環として、HYOGONが兵庫県からの委託を受け実施した。 
（担当：実吉威、菊谷真理子） 
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 ○第 1回研究会 
	
 	
 	
 日	
 時	
 2011年 10月 5日（水） 
	
 	
 	
 テーマ	
 オープニングー何が課題か 
	
 	
 	
 参加者	
 23名 
	
 ○第 2回研究会 
	
 	
 	
 日	
 時	
 2011年 11月 1日（火） 
	
 	
 	
 テーマ	
 「委託契約」~契約に関する問題点の洗い出し 
	
 	
 	
 参加者	
 18名 
	
 ○第 3回研究会 
	
 	
 	
 日	
 時	
 2011年 12月 16日（金） 
	
 	
 	
 テーマ	
 「自立」~職員の生活が自立できる体制とは 
	
 	
 	
 参加者	
 16名 
	
 ○第 4回研究会 
	
 	
 	
 日	
 時	
 2011年 12月 21日（水） 
	
 	
 	
 テーマ	
 「協働」~協働のために県議会のことを知る	
 

	
 	
 	
 参加者	
 13名 
	
 ○第 1回公開学習会 
	
 	
 	
 日	
 時	
 2012年 1月 28日（土） 
	
 	
 	
 テーマ	
 ｢委託契約｣~フルコストリカバリーと評価	
 

	
 	
 	
 講	
 師	
 馬場英明 
	
 	
 	
 参加者	
 13名 
	
 ○第 2回公開学習会 
	
 	
 	
 日	
 時	
 2012年 4月 1日（日） 
	
 	
 	
 テーマ	
 ｢協働｣~県議会との協働 
	
 	
 	
 参加者	
 28名 
	
 ○公開ワークショップ 
	
 	
 	
 日	
 時	
 2012年 2月 18日（土） 
	
 	
 	
 テーマ	
 ｢ひょうごのNPOの未来を語り合おう｣：研究会の中間報告を兼ねて開催	
 

	
 	
 	
 参加者	
 25名 

	
 ※議論内容：ブログにて公開	
 http://blog.canpan.info/hyogon/	
  
 

2011年度の成果 
１．NPOセクター全体の発展に関わるテーマについてNPOがともに学び、また他セクターとも意 
	
 見交換をする場をつくり機運を盛り上げることができた。それに必要な安定した事務局機能を提 
	
 供できた。 
２．県議会議員、県・市の行政など他セクターまた他地域のNPO関係者とも交流を深め、共通す 
	
 る課題について連携して取り組もうという機運と素地をつくることができた。 
３．研究会の成果についてはブログで発信し、その成果を誰もが見られる場で公開した。 
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②NPO法人「手引き」改訂事業 新規（2011年9月～；2012年度も継続） 
	
 2012年 4月改正のNPO法施行にあたり、NPO法
人設立・運営に関する手引きを改訂する事業を（特活）

シーズ加古川が県内の NPO 支援センターと兵庫県、
神戸市などと合同プロジェクトとして開始し、当会も

コアメンバーとして参画しプロジェクトの推進に貢献

した。 
	
 2012年 4月からは第 2期目が開始され、暫定版とし
て作成された手引きの改訂版の検討、認定 NPO 法人
制度に関する運用・解釈の提案、意見交換など、2012
年度も継続してコアメンバーとしてこのプロジェクト

に参画する。（担当：実吉威、藤本高英） 
 

2011年度の成果 
	
 兵庫県下のNPO支援組織と行政（所轄庁）とが協力しあい、NPO法人設立・運営の手引き（暫定版）
を作成した。 
 
○2011年 10月 21日～2012年 3月 2日	
 （全 3回） 
	
 「兵庫県版NPO法人設立・運営手引書」暫定版	
 全体意見交換会 
○2011年 10月 21日～2012年 3月 2日	
 （全 8回） 
	
 「兵庫県版NPO法人設立・運営手引書」暫定版	
 プロジェクト会議 

 
 
 
③NPO関連制度に関する政策提言等の事業 
	
 NPO法およびNPO関連税制（寄付税制）は 2011年度に歴史的とも言える大改正が行われた。 
	
 	
 （寄付税制改正；2011年 6月改正、即施行）	
 
	
 	
 	
 	
 ・「税額控除」の実現	
 

	
 	
 	
 	
 ・「新パブリックサポートテスト」（3千円×100人という絶対値基準）の実現	
 	
 など	
 

	
 	
 （NPO法改正；2011年 6月改正、2012年 4月施行） 
	
 	
 	
 	
 ・活動分野が17から20分野に	
 

	
 	
 	
 	
 ・神戸市など政令市が所轄庁に	
 

	
 	
 	
 	
 ・認定制度が税法からNPO法の管轄に	
 
	
 	
 	
 	
 ・認定機関が国税庁から所轄庁に	
 

	
 	
 	
 	
 ・仮認定制度の導入	
 

	
 	
 	
 	
 ・会計基準の導入	
 	
 など	
 

	
 なお、これまで法改正等の運動を担ってきたネットワーク組織である「NPO/NGOに関する税・法人
制度改革連絡会」は2012年3月に「(特活)シーズ・市民活動を支える制度をつくる会」に合併し解散し
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た。（KECは両方の会員）	
 

	
 

	
 2012年4月の改正NPO法施行を前に、NPO法人会計基準（2010年7月策定）はNPO法との齟齬を埋め

るべく、内閣府の「特定非営利活動法人の会計の明確化に関する研究会」等を舞台に調整が行われた。

KECは同会計基準を策定した「NPO法人会計基準協議会」の一員として、間接的にこれに関わった。	
 

	
 同協議会は2012年3月に臨時総会を開き改組し、再発足した。同年6月の総会でKECは引き続き世話

団体を務めることとなった。今後は会計基準の普及、そして3年後（実質2年後）に行われるNPO 法お

よび会計基準の見直しへ向けた改訂作業が重要となる。（担当：実吉威）	
 

	
 

	
 

	
 

④機関誌「みみずく」発行事業 
 

機関誌「みみずく」を年２号、発行した。（編集長：諏訪晃一理事、事務局担当：入江陽子） 
	
 ◇第 29号：2011年 12月１日付、10ページ、3,000部発行 
（東日本大震災への支援活動その１～福島レポート、東日本大震災への支援活動その２～支援する

人たちを支援する、市民ファンドの創設に取り組みます、NPO 法と税制の大改正実現！、KEC カ
レンダー、ご入会・ご寄付のお礼） 

	
 ◇第 30号：2012年 5月 20日付、12ページ、4,000部発行 
（ひょうごコミュニティ基金（仮称）始動中！、東日本大震災支援その１～福島の「これから」を

応援する福島のママのおはなし、東日本大震災支援その２～終わらない福島への応援、兵庫・神戸

のNPO法人向け手引き改訂、カレンダー、ご入会・ご寄付お礼） 
 

2011年度の成果 
当初目標とした年 2回の発行を達成でき、KECの活動や理念について会員・寄付者はもちろん、NPO
関係者や市民、・行政・企業等に伝えることができた。 

 
 
 
⑤ウェブサイト・メールニュース発行事業 
今年度秋~冬を目標に KEC のホームページのリニューアルに向けた企画・検討を行った。リニュー
アルまでには時間を要するので、応急的処置として現 HPの旧項目（誤内容）のものなどを修正・改訂
を行った。 
メールニュースは発行に至らなかった。 
（ウェブサイトリニューアル担当：大伴直也） 
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⑥役員就任・審議会・研究会・ネットワーク等 
	
 団体（KEC）、個人（中田、実吉、藤本）として以下の団体、ネットワークの役員・会員、および審
議会等のメンバーとなった。	
 

 
	
 （団体） 

	
 	
 	
 ・ひょうご市民活動協議会（会員） 

	
 	
 	
 ・NPO/NGOに関する税・法人制度改革連絡会（会員）	
 ※2012年3月にシーズと合併し解散 

	
 	
 	
 ・シーズ・市民活動を支える制度をつくる会（会員） 

	
 	
 	
 ・日本NPOセンター（会員） 

	
 	
 	
 ・社会的責任向上のためのNPO/NGOネットワーク（NNネット）（会員）	
 

	
 	
 	
 ・市民ファンド推進連絡会（世話団体） 

	
 	
 	
 ・「新しい公共支援事業」について考えるNPO支援ネットワーク 

	
 	
 	
 ・東日本大震災支援全国ネットワーク（JCN）（世話団体）	
 ※2012年 5月終了 

	
 	
 	
 ・NPO法人会計基準協議会（世話団体） 

	
 	
 (個人） 

	
 	
 	
 ・ひょうご市民活動協議会 運営委員・事務局長（実吉） 

	
 	
 	
 ・神戸市・すまい審議会 委員（実吉） 

	
 	
 	
 ・神戸市・ソーシャルビジネス円卓会議 委員（実吉） 

	
 	
 	
 ・神戸市・中間支援NPOと行政の意見交換会 メンバー（実吉） 

	
 	
 	
 ・第 6回全国校区・小地域福祉活動サミット in KOBE・ひょうご実行委員会 委員（中田）新規 

	
 	
 	
 ・第 6回全国校区・小地域福祉活動サミット in KOBE・ひょうご実行委員会 企画部会委員（藤本）新規 

	
 	
 	
 ・ウィメンズネットこうべ主催「ホワイトリボンキャンペーン」検討会議 委員（実吉）新規 

	
 	
 	
 ・(特活)市民社会創造ファンド 運営委員（理事）（実吉）新規 

	
 	
 	
 ・NPO広報力向上委員会 委員（実吉） 

	
 	
 	
 ・日本NPOセンター・タスクフォースメンバー（実吉）	
 ※2011年 10月終了 
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４．東日本被災地支援事業 

引き続き福島県を重点支援先として、東日本大震災の支援活動を行いました。職員派遣や福島の

NPOに対する資金助成のほか、2012年 4月からは兵庫県に避難されている方を支援する団体のネ
ットワークづくりにも取り組み始めました。並行して、日本 NPO センターが実施する被災地の人
材育成プログラムにも参画し、効果的な連携を図っています。 

 
 
①職員派遣 
福島県では、地震・津波・原発・風評・風化・消

費と六重苦に悩まされるなか、現地の NPO 等市民
活動団体（以下NPO）にも多くの被害をもたらした。
NPO は通常業務の傍ら被災者支援活動に多くの時
間と労力、資金などを投入せざるを得ない状況であ

り、また原発事故被害という現在進行形の大問題に

よる先行き不透明さ、NPO職員の確保の不安定さも
手伝い、発災以降疲弊しきっている状態である。 

 
KECが福島県のNPO支援組織に人材を長期派遣を選択した理由は、上記のような厳しい被災状況に
ある福島のNPOを、中長期的にサポートしたいと考えたからである。そもそもNPO支援組織の人材は、
全国的に見ても豊富とは言えないなかで、福島県においては、NPO活動を盛り上げ、ネットワークを拡
げる人材はいくらいても不足がないほどである。阪神淡路大震災の経験を経た兵庫のNPOであるKEC
からの職員派遣が、福島県のNPOにとって有効な支援と考えた。 

 
KEC から派遣された職員（藤本高英）は、福島県でのパートナーである NPO 支援組織の「（特活）
うつくしまNPOネットワーク（以下UNN）」において 2011年 6月から現地の支援活動を実施した。 
派遣職員は NPO 支援の経験はそれほど多くはないが、現地での努力研鑽もあり、福島県から UNN
が受託した福島県域での被災者支援事業「がんばろう福島！“絆”づくり応援事業」に従事した。その

事業における職員レベルでの責任者として、被災者支援の総合支援センターである「絆づくり支援セン

ター」長を担い 9カ月間の被災者支援活動のコーディネートを行った。 
被災地への様々な思いを持った支援活動が展開されてきた発災初年において、NPOと行政等との連携
を推進するなど、被災者支援活動に従事する現地の NPO やボランティアグループの後方支援・コーデ
ィネート業務に務めることに徹し、円滑な被災者支援活動の推進に貢献した。 

 
2012年 3月 5日開催されたKECとUNNの福島開催の合同理事会では「事務局を支える職員の長期
的派遣が、UNNにとって極めて有効な支援であった。」という職員派遣の意義・功績に関し多大な評価
をいただき、今後も継続した職員派遣の要請を受けることとなる。 
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2012年度も引き続き福島県に職員を派遣し、UNNにおけるNPO支援業務に従事することにより、
福島県の被災地支援NPOのネットワークの強化、NPOへのさらなる組織支援・活動のコーディネート
を行う予定である。また KEC を含む兵庫県・神戸および全国の社会資源による継続的な被災地支援を
よびかけ、福島県の復興支援に大いに貢献したい。現在、今夏以降の第二弾の派遣職員の募集・調整を

行っているところである。（担当：藤本高英） 
 

2011年度の成果 
	
 福島県の NPO 支援組織をバックアップすることを通じて、被災地でこんな状況にある方々の支援が
できた。福島県のNPOとのネットワークを構築することができた。 

 
 
 
 
 
 

	
 	
  
	
 	
  

 
 
 
 
 
②被災地NPO応援基金の募集と助成実施 
昨年度より、資金不足が予測される被災地のNPOを応援するため「被災地NPO応援基金」を設置、
引き続き募金を呼びかけており 2011年度、1,974,352円（2010年 3月からの累計で 5,781,236円）の
ご寄付をお預かりした。 

	
 	
 （内訳） 
	
 	
 	
 東北支援Ａ（被災地への助成金に充当）  	
 648,830円 
	
 	
 	
 東北支援Ｂ（当会が行う被災地支援活動に充当） 	
 745,388円 
	
 	
 	
 指定なし     	
 580,134円 

 
このご意思をもとに、現地調査に基づき、第２次助成対象団体として下記団体に 40万円をお届けする
ことに決定、支給した。第１次助成との累計は 290万円となった。 
	
 	
 ○特定非営利活動法人コーヒータイム（福島県二本松市）	
 40万円 
 
	
 また、2011年度に行われた第一次助成先である福島県の特定非営利活動法人ココネット・マムの代
表、首藤亜希子さん、鈴木美礼さんを 2012年 2月に神戸に招聘し、様々な理由により、福島で暮ら

～(特活)うつくしまNPOネットワーク	
 鈴木和隆事務局長からのメッセージ～	
 

	
 KECさんから、被災地の中間支援組織支援ということで、昨年 6月 20日から 3月末まで、
長期、常駐の職員派遣をいただきました。被災地のNPOなどは勇気づけられ、復旧・復興の事
業が進むとともに、「3.11」と「1.17」の連帯が生まれました。大きな成果を産むことができま
した。被災地福島（”フクシマ” ”FUKUSHIMA”）はまだ、地震・津波・原発・風評・風化・
消費の六重苦の只中です。皆様方からの温かい戦略的な支援に感謝するとともに、改めて、平成

24 年度も引き続き、職員派遣などの支援をいただき、共に、福島の復興に力を合わせることが
できれば幸いです。 
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し続けるママたちの「これまで」と「これから」についてお話していただく機会を設け、兵庫県の子

育て支援グループとの交流も図った。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

	
 さらに 2012年 6月にも、兵庫から福島支援に関わっているNPOと合同で福島支援報告会を開催、
福島の現状を伝えるとともに継続的な支援を訴えた。 
（担当：実吉威、菊谷真理子、入江陽子、藤本高英） 
 

 

 

 

 
 
 
③避難者支援団体のネットワークづくり 
現在およそ 1000 名を超える福島県を中心とした東日本大震災による広域避難者が兵庫県に避難して
いる。2011年 3月の発災以降、兵庫県においても行政や多くのNPOなどが兵庫への避難者支援活動を
おこなってきた。しかし 1年 3カ月が経過した現在において、兵庫県におけるNPO等団体間、セクタ
ー間の連携調整が行われておらず、地域による避難者への支援格差や支援のあり方の変化といった、課

題・情報の共有や意見交換を含む連携した支援活動は今後の課題として残っている。福島への長期職員

派遣を支援活動の幹として KEC は実施してきたが、第一次派遣職員が福島県でのネットワークを築き
様々な情報を持ち帰っており、微力ながら兵庫県における避難者支援活動への助力を行うことを模索し

ている。すでに支援活動を行ってきている諸団体と調整を図りながら、支援をおこなう行政や社協、NPO、
専門支援機関といった各セクターによる連携を強化し、避難者にとってよりよい生活支援がおこなわれ

るよう、ネットワークの構築をすすめている。 
4月から 6月において昨年度から県内の避難者支援活動をおこなう支援団体（11団体）とご相談を重

よりそうことからはじめよう 
~兵庫でつながる＋続ける東日本復興支援 
	
 「福島でママを支援する、福島のママのおはなし」 
	
 日	
 時：2012年 2月 17日（金）18:00～20:00 
	
 会	
 場：神戸市勤労会館 
	
 参加者：43名 
	
 共	
 催：神戸YWCA、 

	
 NPO法人ウィズネイチャー 

よりそうことからはじめよう 
~兵庫でつながる＋続ける東日本復興支援 
	
 「あなたの近くの福島のこと」 
	
 日	
 時：2012年 6月 7日（木）18:00～21:00 
	
 会	
 場：こうべまちづくり会館ホール 
	
 参加者：56名 
	
 共	
 催：NPO法人エフエムわいわい 
	
 	
 	
 	
 	
 ご恩返しプロジェクト 
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ねながら、2012年度には各団体の意向を取り入れつつ、ネットワーク構築に向けた動きを本格化する。 
（担当：藤本高英） 

 
2011年度の成果 
	
 避難者支援団体の現況の確認ができた。避難者支援団体のネットワークの構築の準備ができた。 
 

 
 
④東日本大震災NPO育成・強化プロジェクト 
	
 日本NPOセンターが(特活)ワールドビジョンの協力を得て行う、被災地のNPOの人材育成プログラ
ム。KECからは実吉が 1月~4月の準備期間から参加、実行委員／講師／メンターとなり、福島地域を
中心に継続的な支援を行う。まだ集合研修が始まったところだが、以前から①職員派遣、②被災地NPO
応援基金での支援を通じて知り合った団体も多く、その熱意と手応えを感じている。 
	
 	
 １）講座 
	
 	
 	
 	
 5月~8月に「NPOを磨く 15の力」を実施、実吉がその一部を受け持った。 
	
 	
 ２）メンターサポート 
	
 	
 	
 	
 メンターとして 3名程度の受講生（NPOのリーダー、サブリーダークラスのスタッフ）を受け

持ち、2013年 7月まで継続的な支援を行う。 
	
 このプロジェクトは、他に３）インターンシップ、４）現地 NPO への資金支援もあり、今後３）を
受け入れる可能性もある。（担当：実吉威） 
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５．その他の事業 
 
①JICA技術研修事業 
	
 昨年度実施した「災害に強いコミュニティづくりに向けたボランティア・マネジメント」研修の

２年目を企画、実施した。併せて、本事業に使うテキストの開発事業も行った。JICA（独立行政法
人国際協力機構）委託事業。（担当：菊谷真理子） 
	
  

	
 	
 期	
 間：2012年 3月 26日~4月 27日 
	
 	
 参加者：ミャンマー、フィリピン、タイ、ベトナムの各国から計 10名 
	
 	
 コースリーダー：中田豊一（理事長） 

 
 
②みみずく舎業務受託事業 
有限会社みみずく舎の行う秋毎ビル 3階の賃貸に加え、パソコンレンタル事業、印刷機利用サービス
事業に伴う事務を受託した。 

 
 
③会館・みみずく書房事業 

1）会館事業（郵便箱サービス、印刷機等貸出） 
	
 (特活)女性と子ども支援センター ウィメンズネット・こうべ宛ての郵便物の引き受けサービスを前年
度に引き続き行った。また、印刷機の故障に伴い、KECとしての利用サービスは終了した。（（有）みみ
ずく舎として新たに印刷機購入・利用貸出サービスを行っている。） 
 
2）みみずく書房事業 
	
 書籍に関する問い合わせに適宜対応し、在庫のあるものについて販売を行った。 
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Ⅱ．組織 
 

	
 １．会議	
 

   ○2011年度通常総会 
      日 時 2011年8月28日（日）14:50～16:30 
      場 所 秋毎ビル２階会議室（神戸市中央区元町通6丁目7-9） 
      出席者 正会員56名（うち表決委任者42名） （正会員総数77名） 
      審議事項 第１号議案 2010年度事業報告案承認の件（全会一致で承認） 
           第２号議案 2010年度決算報告案承認の件（全会一致で承認） 
           第３号議案 役員改選案承認の件（全会一致で承認） 
      報告事項 2011年度事業計画ならびに収支予算 
      ※総会前に藤本高英・福島派遣員の報告会を開催 →事業4-①参照 

   ○理事会 
 開催日 審議事項 出席者 
第52回 2011年7月22日（金） 

18:00～20:30 
・2011年度事業計画案・予算案 
・定款変更案について 

理事10名（うち表決委任
3名）、監事1名 

第53回 2011年8月28日（日） 
16:00～16:10 

・正副理事長の選任について 
 

理事12名（うち表決委任
7名）、監事1名 

第54回 2011年12月22日（木） 
17:00～19:30 
 

・東北支援第 2次助成の助成先案について 
・実吉事務局長の市民社会創造ファンド運 
	
 営委員（理事）受任について 
・職員募集について 
・４月以降の体制について 
・職員の賞与について 
・印刷機購入（リース）について 
・市民ファンド創設事業と事業型指定助成 
	
 事業の推進について 

理事12名（うち表決委任
7名）、監事1名 
 
 

第55回 2012年3月5日（月） 
15:00～17:00 

・2012年4月以降の福島支援事業について	
 
※(特活)うつくしまNPOネットワーク（UNN） 
 郡山事務所（福島県郡山市小原田2-19-19） 
 にて、UNN理事会と合同開催	
 

理事12名（うち表決委任
8名）、監事1名 

第56回 2012年6月18日（月） 
18:00～20:30 

・「NPO法人会計基準協議会」の世話団体就	
 

	
 任について	
 

・東北支援第３次助成について	
 

・諸規定整備の方針と進め方について	
 

・定款変更の方針と進め方について	
 

・JICA等謝金の支払いについて	
 

・未収金の扱いについて	
 

・夏期賞与について	
 

・職員募集について	
 

理事12名（うち表決委任
4名）、監事2名 

   ○運営会議 
     2011年8月20日（土）、10月28日（水）、2012年1月13日（金）の3回開催。 
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 ２．会員	
 

	
 2006年度末	
 2007年度末	
 2008年度末	
 2009年度末	
 2010年度末	
 2011年度末実績（前期比）	
 同、目標	
 

正会員	
 ５４	
 ６５	
 ６９	
 ７６	
 	
 ７３	
 	
 ７２名（▲１名）	
 ８０名	
 

賛助／個人	
 １４	
 ４６	
 ７１	
 ３７	
 	
 ２５	
 	
 ３８名（＋１３名）	
 ５０名	
 

賛助／団体	
 	
 ６	
 ２０	
 ２３	
 	
 ８	
 	
 	
 ６	
 	
 	
 ７団体（＋１団体）	
 ２０団体	
 

利用／個人	
 	
 ４	
 	
 ５	
 	
 ４	
 	
 ５	
 	
 	
 ２	
 	
 	
 ５名（＋３名）	
 	
 １０名	
 

利用／団体	
 １４	
 １１	
 ２０	
 １１	
 	
 	
 ３	
 	
 	
 ７団体（＋４団体）	
 ２０団体	
 

購読	
 ３７	
 ※１６	
 ６	
 	
 ０	
 	
 	
 ０	
 	
 	
 ０	
 	
 ０	
 

計	
 

(下段＝正会員以外)	
 

１２９	
 

	
 ７５	
 	
 

１６３	
 

	
 ９８	
 

１９３	
 

１２４	
 

１３７	
 

	
 ６１	
 

１０９	
 

	
 ３６	
 

１２９名／団体（＋２０）	
 

	
 ５７名／団体（＋２１）	
 

１８０名／団体	
 

１００名／団体	
 

	
 	
 	
 	
 ※この年より購読会員制度を中断 

 

	
 ３．役員	
 
	
 	
 	
 2011年度総会において、下記のとおり改選された。（敬称略）	
 

	
 理事	
 中田豊一（理事長）	
 理事	
 今田忠	
 理事	
 八十庸子	
 

	
 理事	
 森田博一（副理事長）	
 理事	
 桑原英文	
 理事	
 山下淳	
 

	
 理事	
 渥美公秀	
 理事	
 実吉威	
 監事	
 飛田雄一	
 

	
 理事	
 雨森孝悦	
 理事	
 諏訪晃一	
 監事	
 宮崎洋彰	
 

	
 理事	
 磯辺（東方）康子	
 理事	
 早瀬昇	
 

	
 退任理事	
 松原明	
 	
 

任期：2011年8月28日~2013年度通常総会開催の日	
 

	
 

	
 ４．事務局	
 
	
 2011年春以降、活動の拡大に伴い体制強化を図ってきた。特に「ひょうごコミュニティ基金」（仮称）

関連事業で2011年10月以降、事務局が拡大している。	
 

・事務局職員（太字＝現職員）	
 

	
 KEC本体	
 兼任	
 基金事業	
 

常勤スタッフ	
 八十庸子（~2011/12）	
 
	
 ※2011年6月より休職の	
 

	
 	
 のち、12月に退職	
 

藤本高英	
 

実吉威（事務局長）	
 

入江陽子	
 

	
 

薗直人（2011/10~2012/1）	
 

奈良雅美（2012/1~）	
 

大伴直也（2012/1~）	
 

非常勤スタッフ	
 興津慶	
 

菊谷真理子（~2012/6）	
 

山崎ゆり	
 

古寺瑞代（2012/4~）	
 

永田譲蔵（2012/1~）	
 

事務局ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ	
 村上真一（~2012/6）	
 	
 	
 

	
 

	
 	
 	
 ・ウェブ企画・制作ボランティア	
 山口真司、品田房子、諏訪晃一	
 

	
 ・「みみずく」デザインボランティア	
 宮崎悦子	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （敬称略）	
 




